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豆

な
お
、
助
動
詞
「
た
」
の
前
の
語
形
「
た
り
」
も
、
本
書
（
日
本

考
）
に
一
例
み
え
る
が
（
輸
埋
計
打
利
）
、
こ
れ
も
『
日
本
国
考

略
』
（
寄
語
略
）
の
「
輸
埋
計
打
嗣
」
を
書
承
し
た
も
の
で
あ
ろ

p

ワ。
文
献
引
用
例
、
方
一
言
の
語
形
・
使
用
地
域
等
に
つ
い
て
は
、
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
（
「
日
国
大
」
と
略
称
）
・
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
「
日

方
大
」
と
略
称
）
に
依
拠
し
た
部
分
が
多
い
。
以
下
同
じ
で
あ
る
。

以
下
「
切
音
」
と
略
称
す
。

同
音
異
義
語
「
こ
じ
け
る
（
劫
）
」
が
あ
っ
て
、
「
も
つ
れ
る
、
も
の

が
よ
く
煮
え
な
い
」
等
の
義
で
用
い
ら
れ
る
語
は
今
直
接
関
係
し

な
U

〔
今
明
〕
門
所
載
の
「
明
日
」
に
照
応
す
る
音
訳
漢
字
は
「
阿
失
旦

今
」
で
、
語
義
は
異
な
る
が
、
「
ア
シ
タ
イ
」
と
よ
ま
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
も
、
不
審
で
あ
る
。

「
か
」
文
字
、
や
や
判
読
し
が
た
い
。

互 EJ1 1! 
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語
が
う
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
よ
い
の
す
れ
」

よ

な
か
す
れ
」

は
時
閣
の
推
移
を
示
す
こ
と
ぼ
で
あ
る
こ
と
は
明

「
す
れ
」

に
「
過
ぎ
」

の
意
が
あ
る
か
ど

ら
か
で
あ
る
か
ら
、

益和：『日本考』の研究一語葉の性格一（二）

う
か
が
鍵
に
な
る
。

「
す
れ
」
を
「
過
ぎ
」

の
意
に
用
い
た

中
央
語
系
の
事
例
は
管
見
に
よ
れ
ば
い
ま
だ
知
ら
な
い
。
た
だ

「
日
方
大
」
は
、

「
す
れ
（
接
尾
）
」

の
項
を
あ
げ
て
、

「
時
刻

が
す
ぎ
る
意
を
表
す
。
過
ぎ
。
熊
本
県
玉
名
郡
」
と
記
し
て
い

る
。
な
お
、
「
す
り
」
に
つ
い
て
は
記
述
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
、

「
過
ぎ
」

の
意
を
表
す
「
す
れ
」

の
接

尾
辞
的
用
法
が
方
言
（
九
州
方
言
）
の
中
に
現
存
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
事
実
を
も
と
に
し
て
、
十
六
世
紀
頃
に
も
「

S
す
れ
」

に
同
じ
用
法
（
「

i
過
ぎ
」
）
が
あ
っ
た
と
み
て
、
「
揺
一
那
四

立

「
揺
乃
隔
四
立
一
」
を
「
ヨ
イ
ノ
ス
レ
」

レ
」
と
よ
み
、
そ
の
語
義
は
「
宵
の
過
ぎ
」

「
ヨ
ナ
カ
ス

「
夜
中
過
ぎ
」

福田

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「

S
ス
レ
」

〔
1
過
ぎ
〕

に
中
央
語
系
の
事
例
が
全
く
な
い
の
か
、
ま
た
、

「
5
ス
リ
」
に
同
じ
意
味
用
法
が
中
央
語
・
地
方
語
と
も
に
全

く
な
い
の
か
、
更
に
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、

「
揺
一
那
四
立
」

は
「
ヨ
イ
ノ

「
揺
乃
隔
四
立
」

ス
レ
」

「
ヨ
ナ
カ
ス
レ
」
と
よ
み
、
そ
の
意
は
、
「
宵
の
過

ぎ

で
、
両
語
と
も
九
州
方
言
的
性
格
を
も

「
夜
中
過
ぎ
」

つ
語
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

〔注〕
工
見
出
し
語
の
上
の
・
印
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
。
〔
寒
混
〕
門
は
三

行
に
わ
た
り
記
さ
れ
て
い
る
。
音
訳
漢
字
の
日
本
語
は
、
二
行
割

注
の
形
式
を
と
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
行
に
記
し
た
。

『
国
朝
典
故
』
（
巻
一

O
一
ニ
）
所
収
本
に
よ
る
。

傍
線
は
筆
者
。
以
下
も
同
じ
。

以
下
「
以
路
法
」
と
略
称
す
。

巻
四
本
文
で
は
、
〔
身
体
〕
門
に
、
唯
一
の
例
「
頬
客
肱
貨
か

ま
ほ
う
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
ホ
l
」
と
い
う
長
音
の
事
例
か
。

〔
人
事
類
〕
に
は
、
第
三
段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
は
す
べ
て
欠

け
て
い
る
。
よ
っ
て
（
）
内
に
そ
れ
を
推
定
し
た
。
な
お
、
音

訳
漢
字
の
右
に
（
）
を
し
て
示
し
た
文
字
は
、
誤
字
を
訂
し
た

もの。
『
叢
書
集
成
新
編
』
（
第
九
八
冊
）
所
収
本
に
よ
る
。

『
日
本
考
』
は
『
日
本
国
考
略
』
の
〔
人
事
類
〕
に
収
め
る
語
集
項

目
の
順
序
も
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
〔
通
用
類
〕
所
収
の
「
痩

牙
十
大
」
を
『
日
本
考
』
で
は
、
〔
人
事
類
〕
に
収
め
て
い
る
。

互互豆互亙豆主



1995 

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
本
書
巻
四
本
文
の
事
例
に
よ
れ
ば
全
五

例
す
べ
て
「
リ
」
の
音
を
表
す
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第 1巻

す
な
わ
ち
、

濁
立！

酉

（欠）」

「
笑
酉

密
辞
那
多
濁
立

（欠）」

熊本県立大学文学部紀要

立
空
乃
許
多

「
聴
明
人

り
こ
ん
な
人
」

客
立
勤

過
立
索
万

「
国
領

か
り
き
ん
」

「
紗
糖

こ
り
さ
（
た
）
う
」

右
の
事
例
に
従
え
ば
、
「
四
立
」
を
「
ス
リ
」
と
よ
む
こ
と

〔
飲
食
〕

が
で
き
る
が
、

〔
十
二
支
〕

〔
六
十
甲
子
〕

〔
人
物
〕

〔
衣
服
〕

一
方
「
以
路
法
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
ス
リ
」

「
四
更
」

「
ス
レ
」
両
様
の
よ
み
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
二
更
」

二
更
：
：
：
ヨ
イ
ノ
ス
リ
・
ヨ
イ
ノ
ス
レ

の
第
二
段
の
音
訳
漢
字
の
日
本
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ

四
更
：
ヨ
ナ
カ
ス
リ
・
ヨ
ナ
カ
ス
レ

の
両
様
の
よ
み
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
を
第
三
段

の
、
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
と
対
照
す
る
と
「
よ
い
の
す
れ
」
・

「
よ
な
（
か
）
す
れ
」
と
あ
る
の
で
、
語
形
一
致
の
日
本
語
と

み
れ
ば
、
第
二
段
を
「
ヨ
イ
ノ
ス
レ
」
「
ヨ
ナ
カ
ス
レ
」
と

206(45) 

よ
む
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
既
述
の
ご
と
く
巻
四
の
本
文
に

み
え
る
第
一
一
段
・
第
三
段
の
日
本
語
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
こ
れ
だ
け
で
は
決
め
手
に
は
な
ら
な

ぃ
。
「
訳
注
本
」
に
よ
れ
ば
、
「
ヨ
イ
ノ
ス
リ
」

「
ヨ
イ
ノ
ス

レ
」
、
「
ヨ
ナ
カ
ス
リ
」

「
ヨ
ナ
カ
ス
レ
」
と
各
両
形
を
あ
げ
、

「
宵
の
過
ぎ
」

の
誰
か
、
「
夜
中
過
ぎ
」

の
就
か
、
と
注
し
て

い
る
。
「
中
外
本
」

は
「
ヨ
イ
ノ
ス
レ
」

「
ヨ
ナ
カ
ス
レ
」

と
「
ス
レ
」
形
の
み
を
示
し
、
「
宵
入
過
」

「
夜
中
過
」

と

注
し
て
い
る
。
「
訳
注
本
」

「
中
外
本
」
と
も
「
四
立
」

の

義
と
し
て
「
過
ぎ
」
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
〔
暁
夜
〕
門
所
収
の
、
「
一
更

ニ
更

更

四
更

五
更
」
は
、
中
国
的
な
一
夜
五
区
分
に
よ
る
命
名
で
、

五
夜
あ
る
い
は
五
鼓
と
も
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

日
本
語
で
は
古
く
三
夜
区
分
（
よ
ひ
・
よ
な
か
・
あ
か
つ
き
）

が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
者
を
対
応
さ
せ
た
時
単
一
和
語

で
は
中
国
語
に
三
項
対
五
項
と
な
っ
て
う
ま
く
対
応
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
よ
い
」
に
次
い
で
「
よ
い
の
す
れ
」
、

「
よ
な
す
（
か
ご
に
次
い
で

「
よ
な
か
す
れ
」
と
い
う
合
成
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本
書
巻
四
〔
暁
夜
〕
門
に
記
載
さ
れ
た
「
揺
索
（
ヨ
サ
）
」

「よ
v
ワ
さ
」

の
二
つ
の
日
本
語
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
察
か
ら

し
て
中
央
語
を
記
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
情
報
源
よ
り

（二）

み
て
方
言
（
九
州
方
言
語
葉
）
を
の
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

益和：『日本考』の研究一語棄の性格一

「
ヨ
サ
」
が

の
意
で
、
ま
た
、
助
数
詞
と
し
て
今

〈
夜
・
晩
〉

も
鹿
児
島
で
用
い
ら
れ
て
居
り

「
ヨ
ウ
サ
」

の
音
変
化
し
た

《ユ
l
サ
》
が
〈
夜
・
晩
〉

の
意
で
熊
本
県
や
大
分
県
で
用
い

ら
れ
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
こ
の

「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」
が

当
時
並
行
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
十

六
C
ご
ろ
、
「
ヨ
サ
リ
」

「
ヨ
ウ
サ
リ
」
は
中
央
語
と
し
て

「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」

は
地
方
語
（
方
言
）
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第

段
・
第
三
段
の
日
本
語
は
い
つ
も
語
形
が
一
致
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
異
な
る
語
形
を
と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
欠
落
し
た

福田

り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
等
の
日
本
語
は
同

人
物
に
よ
る
同
時
的
記
録
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
右
の
「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」
も

そ
の
情
報
源
が
異
な
り
、
別
々
の
人
に
よ
っ

て
記
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（＋一ニ）

。
二
更

揺
一
那
四
立

よ よ
ない
（の
かEす

子れ
れ

。
四
更

揺
乃
隔
四
立

第
二
段
の
音
訳
漢
字
「
揺
」

一－，

－ '-

「那」

「乃」

「隔」

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

「
以
巴
法
」

に
見
え
て
居
り

そ
れ
ぞ
れ
「
ヨ
」

「

J
E」

「ノ」

「ナ」

「
カ
」
と

よ
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に

「四」

「ム止」

の
二
字
で
あ
る
が
、

に
、
「
音
事
四
思
糸
次
寺
辞
自
」
と
あ
り
、
「
ス
」

「
四
」
字
は

「
以
路
法
」

「す」

の
欄

の

の
音
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
寒
温
〕
門
の

四
字

涼

失
今

す
す
し
い
」
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
居
り
、
問
題
は
な

ぃ
。
問
題
と
な
る
の
は
「
立
」
字
で
あ
る
。

「
立
」
字
は
「
以
路
法
」
に
よ
れ
ば
、

「
音
里
利
立
烈
甥
通
用
」
（
「
り
」

「
音
利
里
礼
力
立
連
列
通
用
」

の
欄
）

（「れ」

の
欄
）

と
あ
っ
て
、
「
リ
」

「
レ
」
両
音
を
表
す
文
字
と
し
て
の
せ
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「
夜
さ
〈
夜
〉

の
と
ま
り
は
ど
こ
が
留
り
ぞ
、
那
波
か
坂
越

か
室
が
泊
り
よ
」
（
虎
寛
本
狂
言
・
取
猿
）

「
夜
さ
来
い
と
い
ふ
字
を
金
紗
で
縫
は
せ
裾
に
清
十
郎
と
寝

第 1巻

た
と
こ
ろ
」
（
心
中
重
井
筒
・
上
）

「
ヨ
サ
リ
」
に
比
べ
れ
ば
事
例
も
相
対
的
に
新
し
く
、
そ
の

熊本県立大学文学部紀要

先
後
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
ヨ
サ
」
は
ま
た
現
代
の
方
言
で
も
各
地
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
略
記
す
る
。

〈
夜
・
晩
〉

長
野
県
上
伊
那
郡
・
愛
知
県
海
部
郡
・
三
重
県
・
兵
庫
県

和
歌
山
県
日
高
郡
・
愛
媛
県
・
鹿
児
島
県

〈
今
夜
・
今
晩
〉

高
知
県
・
島
根
県
隠
岐
島
・
愛
媛
県

〈
夕
暮
れ
・
夕
方
〉

一
重
県
志
摩
郡

〈
夜
を
数
え
る
時
の
助
数
調
〉

208(43) 

福
井
県
遠
敷
郡
「
ふ
っ
か
ふ
た
よ
さ
」
・
長
野
県
西
筑
摩
郡

愛
知
県
中
島
郡
・
奈
良
県
吉
野
郡
・
熊
本
県
玉
名
郡
・
鹿
児

島
県

一
方
、
「
ヨ
ウ
サ
」
は
「
ヨ
サ
」

の
変
化
し
た
語
と
考
え
ら

れ
、
中
央
語
系
の
こ
と
ば
で
は
な
い
よ
う
で
、
方
言
世
界
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。

〈
夜
・
晩
〉

千
葉
県
香
取
郡
・
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
な
ど
。

《ユ
l
サ》

熊
本
県
阿
蘇
郡
・
大
分
県
南
海
部
郡

〈
今
夜
・
今
晩
〉

愛
媛
県
南
宇
和
郡
・
高
知
県
・
島
根
県
隠
岐
島

〈
昨
夜
・
昨
晩
〉

愛
媛
県

〈
夕
暮
れ
・
夕
方
〉

長
野
県
上
田
・
岐
阜
県
郡
上
郡

《ユ
l
サ
》
岐
阜
県
山
県

郡〈
夜
を
数
え
る
時
の
助
数
詞
〉

静
岡
県
島
田
市
・
広
島
県
比
婆
郡
・
山
口
県
阿
武
郡

「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」
両
語
の
語
義
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
あ

ら
わ
れ
、
そ
の
緊
密
な
関
係
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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《ユ

l
サ
リ
》
宮
崎
県
西
臼
杵
郡

〈
今
夜
・
今
晩
〉

石
川
県
能
美
郡
・
長
崎
県
平
戸
壱
岐
北
松
浦
郡
《
ヨ
サ
ル
国

富
山
県
輔
波

《
ユ
サ
リ
》
宮
崎
県
東
諸
県
郡

益和：『日本考』の研究 語葉の性格 （二）

〈
昨
夜
・
昨
晩
〉

佐
賀
県

《
ヨ
サ
レ
》
青
森
県
津
軽

〈
夕
方
・
夕
暮
れ
〉

《
ユ
サ
リ
》
宮
崎
県
東
臼
杵
郡

《
ヨ
サ
イ
》
佐
賀
県

《
ヨ
ザ
リ
》
島
根
県
出
雲

〈
過
ぐ
る
夜
〉

福
井
県
大
飯
郡

O
ヨ
ウ
サ
リ

〈
夜
・
晩
〉

仙
台
・
群
馬
県
利
根
郡
・
静
岡
県
・
愛
知
県
・
福
岡
県
粕
屋

郡
香
椎
・
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
椎
葉

《ユ

l
サ
リ
》
新
潟

福田

県
・
山
口
県
・
熊
本
県
阿
蘇
郡
下
益
城
郡

《ヨ
l
サ
リ
l
》

岡
山
県
児
島
郡

《
ヨ
サ
l
リ
》
岐
阜
県
養
老
郡

〈
今
夜
・
今
晩
〉

〈
昨
夜
・
昨
晩
〉

《ユ

l
サ
リ
》
新
潟
県

〈
夕
方
・
夕
暮
れ
〉

富
山
県
・
兵
庫
県
佐
用
郡
・
鳥
取
市
・
石
川
県
鹿
島
郡

《ユ

l
サ
リ
》
熊
本
県
阿
蘇
郡

「
ヨ
サ
リ
」

の
語
義
は
両
者
対
応
し
、
そ

「
ヨ
ウ
サ
リ
」

の
用
法
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
ヨ
サ
リ
」

の
状
況
を
も

「
ヨ
ウ
サ
リ
」

と
に
し
て
、
今
度
は
「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」

に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
こ
の
両
語
も
互
い
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
「
ヨ
サ
」

「
ヨ
ウ
サ
」
は
、
「
ヨ
サ
リ
」

「
ヨ
ウ

サ
リ
」

の
語
末
音
節
「
リ
」

の
脱
落
し
た
形
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
い
ず
れ
も
語
形
の
成
立
は
新
し
い
。
「
ヨ
サ
」

「ヨ

ウ
サ
」
同
士
の
先
後
関
係
は
先
の
「
ヨ
サ
リ
」

「
ヨ
ウ
サ
リ
」

と
同
様
に

ヨ
サ
ー
ー
す
ヨ
ウ
サ
と
考
え
て
い
い
と
思
わ
れ
る
。

「
ヨ
サ
」
は
「
ヨ
サ
リ
」

の
語
末
音
節
「
リ
」

の
脱
落
と
み

ら
れ
る
が
、
古
く
中
央
語
系
の
中
で
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
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刺
櫛
）

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
語
形
に
つ
い

て
吟
味
を
し
て
み
よ
う
。

第 1巻

「
ヨ
サ
」

「ヨ
l
サ
」
両
者
の
関
係
及
び
語
義
を
考
え
る

時
、
す
ぐ
う
か
ん
で
く
る
の
は
「
ヨ
サ
リ
」

「
ヨ
ウ
サ
リ
」

の
二
語
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
語
は
古
典
文
学
作
品
の
中
に
も

熊本県立大学文学部紀要

登
場
し
、
中
央
語
系
の
こ
と
ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

O
ヨ
サ
リ

「
さ
ら
に
よ
さ
り
〈
今
夜
〉
こ
の
つ
か
さ
に
ま
う
で
こ
と
の

た
ま
う
で
っ
か
は
し
っ
」
（
竹
取
物
語
）

「
よ
さ
り
〈
夜
〉
こ
の
あ
り
つ
る
人
た
ま
へ
と
あ
る
じ
に
い

ひ
け
れ
ば
」
（
伊
勢
物
語
六
一
一
）

「
大
納
言
よ
さ
り
〈
昨
夜
〉
き
ら
る
ベ
う
候
な
れ
ば
」
（
平

家
物
語
、
二
、
少
将
乞
請
）

O
ヨ
ウ
サ
リ

「
刺
櫛
は
十
ま
り
七
つ
あ
り
し
か
ど
、
た
け
く
の
橡
の
朝
に

210 (41) 

取
り
、
与
宇
佐
利
〈
夜
〉
取
り
し
か
ば
：
：
・
」
（
催
馬
楽

「
ょ
う
さ
り
〈
夜
分
〉
も
の
せ
む
に

い
か
な
ら
む
。
恐
し

さ
に
な
ど
あ
り
」
（
騎
蛤
日
記
、
中
、
天
禄
二
年
）

「
ヨ
ウ
サ
リ
」
は
一
般
に
「
ヨ
サ
リ
」

の
変
化
し
た
語
と
さ

れ
（
ヨ
ヒ
サ
リ
の
転
じ
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
）
、

そ
の
先

後
関
係
は
、

ヨ
サ
リ

i
tヨ
ウ
サ
リ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
サ
リ
」

は
「
去
る
」
（
近
づ
く
の
意
）
と
い
う
動
調
連
用
形
の
名
詞
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
両
語
は
右
記
の
ご
と
く
中
央
語
系
の
こ
と

ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
共
通
語

と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
ず
方
言
の
世
界
で
活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

O
ヨ
サ
リ

〈
夜
・
晩
〉

仙
台
・
群
馬
県
多
野
郡
・
三
重
県
・
和
歌
山
県
・
長
崎
県
五

島
対
馬
・
熊
本
県
な
ど

《
ヨ
サ
レ
》
山
月
県
庄
内
・
新
潟

県
岩
船
郡
《
ヨ
サ
ル
》
富
山
県
氷
見
・
長
崎
県
南
高
来
郡

千
々
石
「
よ
さ
る
の
よ
っ
ぽ
ど
な
ご
う
な
っ
た
る
け
ん
」

熊
本
県

《
ヨ
サ
イ
》
長
崎
県
五
島
・
佐
賀
県
・
熊
本
県
球

磨
郡
芦
北
郡



＠ 
晩

揺
索

(40)211 

ょ
う
さ

は
じ
め
に
、
第
二
段
の
音
訳
漢
字
「
揺
索
」

の
よ
み
に
つ
い

て
考
え
る
。
「
揺
」
字
は
、
「
以
路
法
」
の
「
よ
」
の
欄
に
、
「
音

揺
要
耀
玉
欲
通
用
」
と
あ
り
、
「
ヨ
」
の
音
を
表
す
文
字
で
あ

益和：『日本考』の研究一語葉の性格一（二）

る
。
本
書
の
〔
暁
夜
〕
門
の
中
で
も

揺
一
よ
い
」

揺
一
那
四
立

「
一
更

「一一更

よ
い
の
す
れ
」

等
と
用
い
ら
れ
、
「
ヨ
」

の
音
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
索
」
字
は
「
以
路
法
」
で
は
、
「
さ
」

の
欄
に
「
音
索

作
昨
殺
者
酌
通
用
」
と
あ
っ
て
、
「
サ
」

の
音
を
表
す
文
字
と

し
て
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
揺
索
」
は
ヨ

サ
の
音
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
第
三
段
の
、
平

仮
名
表
記
の
日
本
語
は
、
「
ょ
う
さ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
よ

さ
」
の
長
音
化
し
た
も
の
（
ヨ
l
サ
）
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す

福田

る
と
、
第
二
段
の
音
訳
漢
字
「
揺
索
」
は
「
ヨ
サ
」

で
は
な
く

「ヨ
l
サ
」
と
よ
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く

る
。
「
揺
」
字
の
漢
字
音
（
b
o
c

エ
ウ
1
ぽ
ロ

『
漢
字
の
語

源
研
究
』
（
藤
堂
）
に
よ
る
）
か
ら
し
で
も
そ
の
可
能
性
は
あ

る
が
、
本
文
（
巻
四
）
の
内
部
徴
証
よ
り
す
れ
ば
「
揺
」
字
を

「
ヨ
ウ
（
ヨ
l
）
」
と
長
音
を
表
す
文
字
と
し
て
用
い
た
事
例

は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
揺
」
字
は
、
巻
四
で
は
当

該
事
例
を
合
め
て
二
二
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
第

段
の
見
出
し
語
及
び
第
三
段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
と
対
照

し
て
み
る
と
、
す
べ
て
短
音
の
「
ヨ
」
を
表
す
文
字
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
先
に
、
〔
暁
夜
〕
門
の
事
例
を
あ
げ
た
が
、

他
の
部
門
か
ら
三
例
示
し
て
お
く
。

揺
華
許
多

阿
尼
揺
密

果
格
密

・
善
人

よ
か
人

〔
人
物
〕

捜

あ
に
よ
め

〔
親
属
〕

・
暦
日

〔
文
器
〕

こ
よ
み

こ
れ
等
の
「
揺
」
字
は
す
べ
て
短
音
の
「
ヨ
」
で
長
音
「
ヨ
l
」

で
は
あ
り
得
な
い
。
他
の
事
例
も
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
以
上

の
事
実
か
ら
み
て
「
晩
」
に
照
応
す
る
「
揺
索
」
は
、
「
ヨ
サ
」

と
よ
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
厳
密
に
は
第
二
・
第
三
段
の
日
本
語
の
語
形
が

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ヨ
サ
」

「ヨ
l
サ」

の
短
音
・
長
音
の
ち
が
い
に
よ
る
日
本
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る



1995 

考
略
』
（
寄
語
略
）
で
は
、
〔
時
令
類
〕
に
、
「
早

夜

午

晩
：
：
：
」
と
い
ず
れ
も
単
字
の
見
出
し
語
と
し
て
つ
づ
く
形
を

第1巻

と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
来
単
字
の
見
出
し
語
と
し

て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本

書
の
巻
四
に
お
い
て
は
編
者
の
私
意
に
よ
り
熟
語
と
し
て
の
見

熊本県立大学文学部 紀 要

出
し
語
と
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

そ
の
証
拠
に
、
「
寄
語
略
」

の
見
出
し
語
「
午
」
は
本
書
で
は
「
日
午
」
と
な
っ
て
い
る
か

た
だ
、
「
訳
注
本
」

ら
で
あ
る
。

「
中
外
本
」

は
と
も
に
単

字
の
見
出
し
語
「
晩
」
と
し
て
か
か
げ
て
い
る
。
以
上
こ
の
項

に
つ
い
て
は
、
「
一
晩
」
と
し
て
熟
字
の
見
出
し
語
と
み
る
可

能
性
を
充
分
有
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
後
出
の
「
一
更

二
更
：
・
・
：
」

の
数
字
に
ひ
か
れ
た
た
め
の
桁
字
の
可
能
性
も

す
て
き
れ
ず
、
筆
者
と
し
て
は
、
「
晩
」
説
を
と
る
こ
と
に
す

る
。
存
疑
の
部
分
で
は
あ
る
。

次
に
第
三
段
の
、
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
に
つ
い
て
言
及
す

る
。
各
項
と
も
語
構
成
上
単
純
語
（
あ
し
た
・
ょ
う
さ
・
ひ
る

212(39) 

あ
さ
：
：
：
）
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
「
あ
け
た
」

「
ひ
く

れ
た
」

は
〔
寒
温
〕

の
部
門
で
述
べ
た
通
り
、
「
動
詞
連
用
形

＋
助
動
調
」

の
語
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
よ
い
の
す

れ

「
よ
な
か
す
れ
」
は
接
尾
辞
（
｜
す
れ
）
を
伴
う
合
成

語
と
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
一
更

揺
ご

日
本
語
を
、
「
訳
注
本
」

の
第
三
段
、
平
仮
名
表
記
の

「
中
外
本
」
と
も
に
「
よ
ひ
」
と

翻
字
し
て
い
る
が
、
本
文
の
異
体
字
は
「
以
路
法
」
に
の
せ
る

「
ひ
」
の
異
体
字
と
も
異
な
る
し
、
同
部
門
の
「
日
午
」
・
「
暗
」

に
照
応
す
る
日
本
語
「
ひ
る
」
・
「
ひ
く
れ
た
」
の
「
ひ
」
の

異
体
字
と
も
異
な
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
い
」
字
の
異

体
字
に
近
似
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
よ
り
し
て
、
「
よ
い
」

と
し
た
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
項
の
「
よ

い
の
す
れ
」
と
と
も
に
仮
名
遣
い
と
な
る
が

ハ
行
転
呼
は
当

時
一
般
的
で
あ
る
か
ら
問
題
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
十
ニ
）

次
に
、
〔
暁
夜
〕
門
の
中
で
問
題
と
な
る
べ
き
も
の
を

と
り
あ
げ
検
討
を
加
え
る
。
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の
見
出
し
語
は
単
字
に
よ
る
も
の
六
項
、
熟
字
に
よ
る
も
の
六

〈
か
じ
か
む
〉

「
か
じ
け
た
り
な
ま
り
た
り
二
度
義
理
で
来
る
」
（
柳
多
留

一一一一、句J

（二）

「
カ
シ
ク
」

は
中
古
ま
で
第
二
音
節
は
清
音
と
認
め
ら
れ
、

中
世
後
期
か
ら
清
濁
両
用
が
併
存
、
近
世
以
後
は
濁
音
と
な
っ

益和：『日本考』の研究一語葉の性格一

た
よ
う
で
あ
る
。
方
言
の
語
形
と
し
て
も
現
存
し
、
清
濁
両
用

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
所
載
の

「
こ
し
け
た
」

は
、
以
上
の
検
討
よ
り
し
て
、

当
時
九
州
方
言
語
葉
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
「
コ
シ
ケ
ル
」
を
採
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
文
献
所

載
の
方
言
語
棄
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
で

〔
寒
温
〕

に
つ
い
て
の
検
討
を
終
り
、
次
に
、
〔
暁

夜
〕
の
語
集
項
目
に
つ
い
て
吟
味
を
加
え
る
。

福田

（
＋
ご

〔
暁
夜
〕
は
、
語
葉
項
目
一
一
一
項
。
第
一
段
の
、
標
出
漢
字

項
で
あ
る
。
各
項
と
も
第
二
段
・
第
三
段
を
具
有
し
、
そ
の
点

に
お
い
て
整
然
と
し
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
が

細
部
に
お
い

て
本
文
に
若
干
の
問
題
点
を
残
す
。
す
な
わ
ち
、
第
一
項
の
「
早
」

に
照
応
す
る
音
訳
漢
字
の
日
本
語
「
阿
日
旦
」
の

「
日
」
字
は

不
審
で
、
「
訳
注
本
」
が
「
西
」
字
の
誤
り
で
は
と
し
、
「
中
外

本
」
も
「
誤
」
と
注
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「
以

の
欄
に
「
音
失
識
十
式
西
姐
試
詩
施
通
用
」

呂
法
」
が
、
「
し
」

と
し
て

「
西
」
字
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
い

「
阿
西

日
ご
の
誤
り
と
み
て
お
き
た
い
。
次
に
、
同
じ
「
早
」
字
に
照

応
す
る
第
三
段
の
、
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
「
あ
し
た
ご

の

「
一
」
字
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
あ
し
た
」
に
下
接
さ
れ
た
「
ご

一旦

字
と
み
て
、
「
あ
し
た
い
」
と
よ
ん
で
も
不
審
で
、
「
二
字
を

桁
字
と
し
て
処
理
す
る
か
、
あ
る
い
は
次
項
の
見
出
し
語
「
晩
」

の
上
接
字
と
み
て

「
一
晩
」
と
考
え
る
か
で
あ
る
。

〔
暁
夜
〕

の
後
半
に
は

ご

更

五
更
」
と
漢

一一更

更

四
更

数
字
を
軸
と
す
る
見
出
し
語
が
つ
づ
く
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の

連
想
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
（
一
）
晩
」

の
次
項

』ま

「
日
午
」

た
だ
、
『
日
本
国

で、

こ
れ
も
単
字
で
は
な
い
。
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か
っ
て

る
地
域
差
（
コ
ジ
ケ
ル

1
コ
シ
ケ
ル
・
コ
シ
ク
ル
）
が
あ
る
の

〈
凍
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

か
じ
け
る
〉

の
義
と
し

第 1巻

て
用
い
ら
れ
る
語
形
も
一
般
に
「
こ
じ
け
る
」

で
、
こ
れ
は
福

井
県
大
野
郡
・
京
都
府
・
鳥
取
県
西
伯
郡
・
岡
山
県
・
広
島

県
・
愛
媛
県
・
福
岡
県
な
ど
す
べ
て
濁
音
、
熊
本
県
天
草
で
も
、

熊本県立大学文学 部紀要

《
こ
じ
く
る
》
と
語
形
は
少
し
異
な
る
が
、
濁
立
日
で
あ
る
点
は

同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
熊
本
県
で
も
八
代
郡
で
は
《
こ

し
く
る
》
と
清
音
が
用
い
ら
れ
、
「
凍
え
る
」
意
に
用
い
ら
れ

る

「
コ
シ
ケ
」

「
コ
ジ
ケ
」

右
の
よ
う
に
、

の
清
濁
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
、
本
書
の
「
F
」

し
け
た
」
が
清
濁
い
ず
れ
で
あ
る
か
決
め
が
た
い
が
、
清
音
の

コ
シ
ケ
が
九
州
を
中
心
に
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
九
州
方
言

的
色
彩
の
つ
よ
い
本
書
の
語
集
的
性
格
か
ら
み
て
清
音
の
「
コ

シ
ケ
」
の
可
能
性
が
大
き
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
コ
シ
ケ
ル
」

の
類
義
語
に
「
カ
ジ
ケ
ル
」

カ

な
お
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ン日ンル」

「
カ
ジ
ク
ナ
ル
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
「
カ

ジ
ケ
ル
」
は
「
コ
シ
ケ
ル
」

の
ル

i
ツ
と
も
目
さ
れ

下
二
段
活
用
動
詞
「
カ
シ
ク
」
と
し
て
中
央
語
系
の
中
で
用
い

ら
れ
て
い
た
。

〈
姿
や
顔
つ
き
が
や
せ
衰
え
る
〉

「
衣
裳
弊
れ
垢
っ
き
形
色
憶
体
（
カ
シ
ケ
）
」
（
崇
峻
即
位
前

「
僚
体
ォ
ト
ロ
フ
カ
ジ
ケ
タ
リ
」
（
観
智
院

「
か
じ
け
た
る
女
の
わ
ら
は
を
え
た
る

紀
、
図
書
寮
本
訓
）

本
類
取
水
名
義
抄
）

な
な
り
」
（
源
氏
物
語
・
東
屋
）

「の
mM円
仲
直
タ
百
円

H
Y
⑦
仲
町
凶

カ
シ
ケ
、
ク
ル
、
ケ
タ
（
体
け
、
く
る
、
け
た
）
、
痩
せ
る
、

や
つ
れ
る
：
：
（
中
略
）
・
：
：

C
W
M
5
2
m
由
吉
（
体
け
た

人
）
血
色
も
悪
く
元
気
も
な
く
て
痩
せ
や
つ
れ
た
人
」
（
日

葡
辞
書
）

〈
草
木
や
花
が
生
気
を
失
っ
て
し
お
れ
る
。
ま
た
、
生
長
が
不

十
分
で
弱
々
し
い
さ
ま
に
な
る
〉

「
忽
然
に
皆
枯
れ
惇
（
カ
シ
ケ
）

て
」
（
西
大
寺
本
金
光
明

「
『

g
ω
E
。g
N
N
E
g
r

g円
四
日
吉
田
。

gu円

5
0
E
Z
E
（
花
も
僅
か
に
、
木
立
も
体

最
勝
王
経
平
安
初
期
点
）

け
立
つ
）
司
。
M
－
（
発
心
集
）
巻
一
、
す
で
に
花
も
小
さ
な
花

と
な
り
、
枝
も
弱
々
し
く
痩
せ
て
い
る
」
（
日
葡
辞
書
）



右
記
の
ご
と
く
ケ
・
キ
両
音
を
表
す
の
で
あ
る
が
、
第
三
段

の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
は
「
こ
し
け
た
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
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く
つ
か
次
に
一
不
す
。

0

ケ
の
音
を
表
す
と
思
わ
れ
る
も
の

挨
吉
打

下
吉
四
密

明

益和：『日本考』の研究一語棄の性格一（三）

炭楼
梯

客
吉
法
西

雪喜

大
吉
那
古

0

キ
の
音
を
表
す
と
思
わ
れ
る
も
の

吉
那

吉
打

要
吉

昨
日

北大
斧

黄
瓜

吉
烏
里

あ
け
た

や
け
す
み

か
け
は
し

た
け
の
こ

き
の

き
た

よ
き

き
う
（
り
）

〔
暁
夜
〕

〔
火
炭
〕

〔
宮
室
〕

〔
菜
読
〕

〔
今
明
〕

〔
方
向
〕

〔
匠
器
〕

〔
菜
競
〕

福田

る
と
思
わ
れ
る
。

れ
を
も
と
に
ケ
の
音
を
表
す
も
の
と
み
る
の
が
一
番
自
然
で
あ

次
に
「
打
」
字
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
「
以
呂
法
」
の

の
欄
に
、
「
音
打
他
大
坦
達
答
帯
通
用
」
と
み
え
て
居
り
タ
の

音
を
表
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「た」

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
「
空
湿
吉
打
」
を
コ
シ
ケ
タ
と
よ

む
こ
と
が
確
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
段
・
第

段
の
日
本
語
は
い
ず
れ
も
コ
シ
ケ
タ
を
表
し
た
も
の
で
語
形

に
お
い
て
乱
れ
は
な
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
こ
し
け
た
」

は
既
述
の
ご
と
く
動
詞
の
連
用

形
（
「
こ
し
け
」
）
に
助
動
詞
（
「
た
」
）
が
下
接
し
た
形
式
で

文
法
的
に
は
二
品
詞
よ
り
構
成
さ
れ
た
形
を
と
り
、
他
の
五
項

が
す
べ
て
一
品
詞
（
形
容
詞
・
動
詞
）
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る

点
で
語
構
成
上
異
な
る
。
ま
た
、
動
詞
コ
シ
ケ
ル
は
中
央
語
系

一旦

の
語
で
は
な
く
方
言
の
世
界
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、

「
こ
し
け
」
に
は
コ
シ
ケ
か
コ
ジ
ケ
か
の
清
濁
の
問
題
、
が
加
わ

る
。
『
日
国
大
』

『
日
方
大
』
に
よ
れ
ば

〈
寒
さ
で
手
な
ど
が
自
由
を
失
う
、
か
じ
か
む
〉
の
義
と
し
て

「
こ
じ
け
る
（
惇
）
」
が
あ
り
、
滋
賀
県
・
丹
波
、
ま
た
、
京

都
府
竹
野
郡
で
「
ょ
う
冷
え
る
の
で
外
仕
事
は
手
が
こ
じ
け
た
」

等
と
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
福
井
県
三
井
郡
・
福
岡
県
・
熊
本

こ
れ
を
「
こ
し
く
る
」
、
香
川
県
香
川
郡
・
愛
媛
県

で
は
「
こ
し
け
る
」
と
清
音
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
清
濁
に
よ

県
で
は
、
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く
用
い
ら
れ
て
い
た
「
ホ
メ
ク
」
（
動
詞
）
の

そ
れ
も
基
本

義
の
場
合
を
採
録
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第 1巻熊本県立大学文学 部紀要

。
凍

（十）

空
湿
吉
打

こ
し
け
た

第
三
段
の
、
音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語
「
空
湿
吉
打
」
に
つ

天
嬰

ら
す
れ
ば
、

。
「虫エ」

い
て
は
、
既
述
の
ご
と
く
〔
天
文
〕
に

湿
気
打

し
け
た

と
あ
っ
て
参
考
に
な
る
。
「
空
」

切
Ir. 
日

正「
舌湿
~JI 」

（の

首字
のっ
し、し、

ずで

は
、
「
以
路
法
」
（
巻
三
）

れ
に
も
見
え
な
い
が
、
巻
四
の
第
二
段
の
音
訳
漢
字
の
事
例
か

216(35) 

聴
明
人

・
泥
金
扇

刀
金

立
空
乃
許
多

〔
人
物
〕

空
措
尼
法
古
黄
旗

空
客
打
乃

空
措
尼

〔
内
器
〕

〔
武
具
〕

〔
珍
宝
〕

。
「湿」霜

湿！
麻

〔
天
文
〕

瞳

湿｜
和

〔
調
和
〕

船
重

阿
湿
一
而

〔
船
具
〕

銀
株

湿
字
木

〔
珍
宝
〕

と
用
い
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
と

「
し
」
と
、
よ
み

を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
「
吉
」
字
と
「
打
」
字
に
つ
い
て
。
両
字
と
も
「
以

路
法
」
や
「
切
音
」

に
み
え
て
い
る
文
字
で
あ
る
。
「
吉
」
字

は
、
「
以
路
法
」
に
「
け
」

素
吉
結
及
劫
通
用
」
（
「
け
」
の
欄
）

の
両
欄
に
、
「
音
計
傑

「
音
気
繋
吉
乞
翁
結
通

「会こ

用
」
（
「
き
」

の
欄
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
切
音
」
が
こ
の
点

に
つ
い
て
、
「
気
吉
結
計
穂
難
分
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

そ

の
音
の
確
定
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
、
巻
四
に
み
え
る
各
部

門
の
音
訳
漢
字
「
吉
」
字
を
第
三
段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語

を
対
象
さ
せ
て
調
べ
て
み
る
と
、
ケ
の
音
を
表
す
と
思
わ
れ
る

も
の
が
九
例
、
キ
の
音
を
表
す
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
三
例
、

計
三
一
二
例
の

「
吉
」
字
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
を
い



(34) 217 

明
治
四
三
年
一

O
月
「
創
作
」
初
出
の
「
『
思
ひ
出
』
序
詩
」
、

広
島
県
比
婆
郡
・
愛
媛
県
大
三
島
・
長
崎
県
対
馬
・
大
分
県

〈
発
酵
す
る
、
す
え
る
〉

広
島
県
比
婆
郡
・
大
分
県
、

《
お
め
く
》
大
分
市

益和：『日本考』の研究 語蒙の性格 （二）

等
と
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
の
語
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
自
動
調
カ
行
四
段
活
用
動
調
の
「
ホ
メ
ク
」

で
あ
る

が
、
こ
の
語
に
は
、
「
ホ
メ
キ
」
と
い
う
居
体
言
や
「
ホ
メ
キ
l
」

と
い
う
形
容
調
の
用
法
も
あ
る
の
で
こ
れ
等
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
お
く
。

「
ホ
メ
キ
」

は
、
も
と
も
と
中
央
語
系
の
も
の
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
太
万
の
ほ
め
き
を
さ
ま
さ
ん
と
」
（
平
仮
名
盛
衰
記
、
五
）

「
ほ
め
き
の
中
に
寝
入
し
は
」
（
諸
道
聴
耳
世
間
猿
二
・
三
）

現
代
は
方
言
と
し
て
、
香
川
県
・
山
口
県
豊
浦
郡
・
鹿
児
島

県
肝
属
郡
等
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
語
は
近

福田

代
以
降
中
央
語
系
の
語
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
の
後
期

ご
ろ
ま
で
は
文
学
用
語
と
し
て
は
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の

事
例
を
白
秋
の
詩
で
示
す
こ
と
に
す
る
。

そ
の
第
二
連
、

「
あ
る
ひ
は
ほ
の
か
な
穀
物
の
花
か

落
穂
ひ
ろ
ひ
の
小
唄
か

暖
か
い
酒
倉
の
南
で

ひ
き
探
し
る
鳩
の
毛
の
白
い
ほ
め
き
？
」

一
方
、
形
容
調
「
ホ
メ
キ
l

《
ホ
ミ
キ
l
》
」
は
、
も
つ

ば
ら
方
言
の
世
界
で
、

「
ほ
め
き
l
き
、
す
い
の
こ
に
い
き
よ
る
」

（
高
知
県
香
美
郡
）

「
今
日
は
大
分
ほ
み
き
l
」

（
島
根
県
隠
岐
島
）

と
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
居
体
言
「
ホ
メ
キ
」

の
語
末
音
節
を

長
音
化
し
て
形
容
詞
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
転
成
の
新
し
い
語
形
で
あ
る
。

な
お
、
「
ホ
メ
ク
」

「
ホ
メ
キ
」
に
は
、
近
世
頃
、
「
情
事

を
す
る
（
こ
と
）
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
が

こ
れ
は
現
代
の
方
言
に
は
う
け
つ
が
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
本
書
（
『
日
本
考
古
巻
四
所
収
の
「
ほ
め
く
」

は
、
当
時
広
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ゆ
る
用
言
的
接
尾
辞
「
め
く
」
を
要
素
に
も
つ
動
詞
群
に
注
目

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

い
ず
れ
も
外
国
人
（
キ
リ
シ
タ
ン
）

第 1巻

に
よ
る
日
本
語
観
察
の
中
で
、
「
ホ
メ
ク
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
事
実
は
、
こ
の
語
が
当
時
の
口
語
世
界
に
お
い
て
広
く
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

熊本県立大学文学 部紀要

こ
の

「
ホ
メ
ク
」
が
そ
れ
よ
り
一

O
年
程
前
に
刊
行
さ
れ
た
本

書
『
日
本
考
』
に
既
に
見
え
る
こ
と
は
、
こ
の
語
の
口
語
的
性

格
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。の

基
本
義
は
、
「
熱
く
な
る

さ
て
、
「
ホ
メ
ク
」

ほ
て
る
、

赤
く
な
る
」
こ
と
。
先
の
『
日
葡
辞
書
』

『
日
本
大
文
典
』

の
事
例
は
い
ず
れ
も
基
本
義
を
も
と
に
し
て
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
語
に
つ
い
て
語
源
を
「
火
（
ほ
）
め
く
」
と
す
る
『
和
訓

莱
』
な
ど
の
説
は
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ホ
メ
ク
」

は
人

の
身
体
に
つ
い
て
い
う
場
合
が
多
い
よ
う
で
、
先
の
『
日
葡
辞

書
』
の
事
例
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
次
の
事
例
、

「
ま
だ
湯
上
り
の
顔
ほ
め
く
汗
の
額
や
：
・
」

218 (33) 

（
曽
我
五
人
兄
弟
、
三
）

も
そ
う
で
あ
る
。

「
ホ
メ
ク
」
は
「
ヌ
ク
イ
」
と
同
様
に
古
く
中
央
語
系
の
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
近
代
以
降
共
通
語
の

中
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
方
言
世
界
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
来
た
。
地
域
的
に
は

石
川
県
江
沼
郡
・
福
井
県
坂
井
郡
・
大
阪
市
・
兵
庫
県
加
古

郡
・
奈
良
県
・
島
根
県
益
田
市
・
山
口
県
・
徳
島
県
・
佐
賀

県
・
長
崎
市
・
熊
本
県
玉
名
郡
八
代
郡
・
大
分
県
東
国
東

郡
・
鹿
児
島
県

と
、
日
本
の
西
部
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
も
基
本
義
の
「
ホ
メ

ク
」
が
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ホ
メ
ク
」
は
、
そ
の
他
、

〈
蒸
し
暑
く
な
る
〉
：
：
：
気
温
に
つ
い
て

「
ひ
ど
う
ほ
め
く
も
ん
ぞ
」
（
長
崎
県
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

京
都
府
何
鹿
郡
・
島
根
県
隠
岐
島
・
福
岡
県
粕
屋
郡
・
熊
本

県
・
大
分
県
・
鹿
児
島
県

〈
発
熱
し
て
身
体
が
痛
む
〉

石
川
県
江
沼
郡
・
島
根
県
益
田
市
・
長
崎
市

〈
蒸
れ
る
〉

「
積
ん
だ
麦
が
ほ
め
く
」
（
群
馬
県
勢
多
郡
）
他
、
岡
山
市
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（九）

（二）

。
執

貨
眉
骨

ほ
め
く

第
一
段
の
標
出
漢
字
「
熱
」

に
照
応
す
る
、
第
二
段
・
第

益和：『日本考』の研究一語葉の性格一

段
の
日
本
語
は
い
ず
れ
も
「
ホ
メ
ク
」
と
考
え
ら
れ
、
両
者
の

関
係
に
乱
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
段
の

「
貨
眉

骨

の
音
訳
漢
字
の
中
で
、

「眉」

「骨」

の
二
字
は
、
既

述
の
ご
と
く
「
以
路
法
」

に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
め
」

欄
に
「
音
眉
迷
妹
滅
・
：
：
通
用
」

「ノ＼」

の
欄
に
「
音
過
忽
骨

或
古
通
用
」
と
あ
っ
て
、

「
め
」
及
び
「
く
」

の
音
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
貨
」
字
は

「
以
路
法
」

は
見
え
な
い
が
、
既
述
の
ご
と
く
、
も
と
喉
音
次
清
の
暁
母
に

属
す
る
文
字
で
、
詮
ロ
ミ
の
立
日
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、

福田

日
本
語
の

「
ほ
」
に
あ
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り

「
貨
眉
骨
」

は
、
ホ
メ
ク
と
よ
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
ほ
め
く
」

は

〔
寒
温
〕
門
の
中
で
は
唯
一
の
動
詞
形
を
あ

げ
た
も
の
と
い
え
る
（
次
項
の

「
こ
し
け
た
」
は
連
語
で
形
容

詞
的
用
法
に
な
っ
て
い
る
）
。

こ
の
語
も
「
ぬ
く
い
」
と
同
様

現
代
で
は
共
通
語
の
世
界
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し

六
O
三
年
成
立
の
『
日
葡
辞
書
』
に
は

「司。

E
Z
r
F
E
S

い
た
）
非
常
な
暑
さ
で
あ
る
、
ま
た
は
、
非
常
に
暑
い
、
冨
有
印

ホ
メ
キ
、
ク
、
イ
タ
（
燥
き
、
く
、

同－o
E
O
G
ロ
・
（
身
が
燥
く
）
か
ら
だ
が
熱
い
、
ま
た
は
熱
が
あ

る。」

と
動
詞
形
で
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
丈

の

典
』
に
も
、
助
辞

冨
。
門
出
口
同
（
め
き
）
、
冨
o
s
g
（
め
く
）
を
添

え
て
一
種
の
動
詞
が
作
ら
れ
る
と
し
て

「J
N
m
。
E
O
G
Z
（
う
ご
め
く
）

〈
mw
目
。
A
Z
（
わ
め
く
）

t乙

『
巳
自
己
O
円
山
口
（
は
た
め
く
）
・
：
（
中
略
）
：
・
口
。
目
。
門
官
（
ど

回
昨
日
出
。
円
山
口
（
び
た
め
く
）
」

等
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
『
O
B
O門
戸
口
（
ほ
め

め
く
）

く
）
が
あ
っ
て

「司。
E
O
G
E
（
ほ
め
く
）
、
非
常
に
熱
く
な
る

又
は
非
常

に
熱
が
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
等
は
、

日
本
語
動
詞
の
中
の

し、

わ
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ク
ソ
デ
（
ふ
と
こ
ろ
で
）

ヌ
ク
タ
マ
リ
（
臼
な
た
）

ク
タ
ロ
ウ
（
ヌ
ク
ス
ケ
に
同
じ
）

ヌ
ク
タ
ン
（
愚
か
者
）

第1巻

ヌ
ク
チ
（
生
血
）

ヌ
ク
デ
・
ヌ
ク
ド
リ
（
ヌ
ク
ソ
デ
に
同

じ

ヌ
ク
ト
サ
（
あ
た
た
か
さ
）

ヌ
ク
ト
パ
ツ
コ
（
ヌ

ク
タ
マ
リ
に
同
じ
）

ヌ
ク
ヌ
ク
パ
ナ
シ
（
き
い
た
ば
か
り

熊本県立大学文学 部紀要

の諮問）

ヌ
ク
パ
イ
（
あ
た
た
か
い
灰
）

ヌ
ク
マ
リ
（
あ

た
た
ま
る
こ
と
）

ヌ
ク
ミ
（
あ
た
た
か
い
感
じ
）

ヌ
ク

ム
ギ
（
ヒ
ヤ
ム
ギ
の
対
語
。
あ
た
た
め
た
つ
ゅ
に
入
れ
て
た

ベ
る
め
ん
類
）

ヌ
ク
メ
（
あ
た
た
め
る
こ
と
）

ヌ
ク
メ

コ
ソ
デ
（
あ
た
た
め
た
小
袖
）

ヌ
ク
メ
シ
（
あ
た
た
か
い

飯

ヌ
ク
メ
ズ
シ
（
む
し
ず
し
）

ヌ
ク
メ
、
ダ
イ
（
干
鯛

を
洗
っ
て
火
に
あ
ぶ
っ
た
鯛
）

ヌ
ク
ラ
ソ
デ
（
ヌ
ク
ソ
デ

に
同
じ
）

ヌ
ク
ワ
カ
（
愚
か
な
若
者
）

〔
動
詞
〕

ヌ
ク
タ
マ
ル
（
あ
た
た
ま
る
）

ヌ
ク
タ
メ
ル
（
あ
た
た
め

る

ヌ
ク
ト
マ
ル
（
ヌ
ク
タ
マ
ル
に
同
じ
）

ヌ
ク
ト
メ

220 (31) 

ル
（
ヌ
ク
タ
メ
ル
に
同
じ
）

ヌ
ク
ト
モ
ル
（
ヌ
ク
ト
マ
ル

ヌ
ク
マ
ル
（
ヌ
ク
タ
マ
ル
に
同
じ
）

に
同
じ
）

ヌ
ク
ム ヌ

（
あ
た
た
ま
る
）

ヌ
ク
モ

ヌ
ク
メ
ル
（
あ
た
た
め
る
）

ル
（
あ
た
た
ま
る
）

右
記
の
ご
と
く
、
動
詞
自
他
の
対
立
を
軸
と
し
て
（
ヌ
ク
タ

マ
ル
ー
ヌ
ク
タ
メ
ル
な
ど
）
さ
ま
ざ
ま
な
語
形
が
あ
ら
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

〔
形
容
調
〕

ヌ
ク
イ
（
あ
た
た
か
い
）

ヌ
ク
タ
イ
（
ヌ
ク
イ
に
同
じ
）

ヌ
ク
ダ
ラ
シ
カ
（
む
し
あ
っ
い
）

ヌ
ク
ラ
コ
イ
（
ヌ
ク
ダ

ラ
シ
カ
に
同
じ
）

ヌ
ク
ト
イ
（
ぬ
く
い
）

〔
副
調
〕

ヌ
ク
ヌ
ク
（
あ
た
た
か
い
さ
ま
）

以
上
、
や
や
煩
わ
し
い
程
の
事
例
を
示
し
た
が

ヌ
ク
を
語

基
と
し
た
語
群
の
状
況
か
ら
そ
の
造
語
能
力
の
強
さ
を
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
本
書
の

「
ぬ
く
い
」

は
、
こ
れ
等
ヌ
ク
系
の

語
葉
の
一
つ
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
本

書
の
巻
四
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



《
ぬ
く
さ
い
田
鹿
児
島
県
喜
界
島
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賀
県

《
ぬ
く
さ
ん
》

鹿
児
島
県
奄
美
大
島
・
沖
縄
県
首
里

そ
の
他
が
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
各
地
に
分
布
し
て
い
る
ヌ
ク

（二）

イ
系
の
方
言
語
形
の
存
在
は
、

か
つ
て
基
本
義
の

「
ヌ
ク
イ
」

が
大
き
な
勢
力
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
証
と
も
な
る
で
あ

益和：『日本考』の研究 語葉の性格

ろ
う
。「

ヌ
ク
イ
」
は
右
の
基
本
義
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
義
用

法
が
看
取
さ
れ
る
。

〈
暑
い
〉
：
：
：
気
温
の
高
さ
を
い
う
場
合

「
こ
の
ぬ
ぐ
い
盛
り
ね
、
よ
く
歩
げ
た
も
ん
で
ば
」
（
青
森

県
津
軽
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
仙
台
・
京
都
府
与
謝
郡
・
大
分
県
日
田

郡
・
宮
崎
県
東
諸
県
郡
な
ど
。
語
形
と
し
て
は
、

《
ぬ
き
い
》

広
島
県
賀
茂
郡
・
大
分
県
下
毛
郡

《
ぬ
く
か
》
長
崎
県
南

福田

高
来
郡
千
々
石

《
ぬ
っ
か
》
熊
本
県
球
磨
郡
な
ど
。

〈
熱
い
〉
：
：
温
度
の
高
さ
を
い
う
場
合

《
ぬ
く
と
い
》

「
ぬ
く
と
い
の
も
の
を
食
ふ
」
（
愛
知
県
北

設
楽
郡
）

右
の
事
例
は
、
食
ベ
物
で
ま
だ
冷
め
て
い
な
い
、
熱
い
も
の

を
「
ぬ
く
と
い
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
鈍
い
、
愚
か
だ
、
の
ろ
ま
〉
・
：
：
人
に
対
し
て

「
ぬ
く
い
人
」
（
京
都
府
竹
野
郡
）
「
ぬ
っ
か
奴
」
（
福

「
ぬ
く
ゐ
と
は
あ
ほ
う
の
こ
と
」
（
新

岡
県
久
留
米
市
）

撰
大
阪
調
大
全
）

右
の
他
に
も
、
「
裕
福
だ
」

の
意
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に

基
本
義
（
気
候
・
温
度
が
お
だ
や
か
で
心
地
よ
い
こ
と
）
を
軸

と
し
て
そ
の
意
味
が
分
化
派
生
し
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ

る
。
な
お
、
「
ヌ
ク
イ
」
は
、
そ
の
意
義
用
法
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
む
ば
か
り
で
は
な
く
、

「
ヌ
ク
」
を
語
基
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
の
語
形
、
が
う
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
日
国
大
』
を
参
照
し
て
次
に
略
記
し
て
み
よ
う
。

〔
名
詞
〕

ヌ
ク
（
の
ろ
ま
・
ば
か
）

ヌ
ク
ゴ
ゼ
ン
（
あ
た
た
か
い
御

飯

ヌ
ク
サ
（
ぬ
く
い
こ
と
）

ヌ
ク
ス
ケ
（
ま
ぬ
け
な

人

ヌ
ク
ズ
シ
（
ぬ
く
め
ず
し

せ
い
ろ
う
ず
し
）

ヌ
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当
時
一
般
的
に
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
ご

ア
タ
タ
カ
イ
は
成
立
が
遅
く
、
本
書
で
も
ま
だ
あ
ら
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

ヌ
ク
イ
は
現
代
目

第 1巻

本
語
と
し
て
中
央
語
系
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
古
く

は；

「
あ
た
た
か
な
る
を
ぬ
く
し
と
い
へ
る
・
」
（
名
語
記
、
三
）

「
温
ヌ
ク
シ
」
（
運
歩
色
葉
集
）

熊本県立大学文学部紀要

と
「
ヌ
ク
シ
」
の
語
形
で
辞
書
類
に
み
え
て
居
り
、
本
書
（
『
日

本
考
』
）
に
遅
れ
る
こ
と
一

O
年
の
『
日
葡
辞
書
』
に
も

「Z
ロ
の
巳
ヌ
ク
イ
（
温
い
）
、
暖
か
な
（
こ
と
）
、
ま
た
は

暖
か
で
あ
る
（
こ
と
）
、

zgM岱
（
温
う
）
、

z
g
o
s
g
（
温
さ
）
」

と
「
ヌ
ク
イ
」

の
イ
語
尾
形
で
見
出
し
語
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
、

Z
己

2
E
P
日
F
E
m
や

Z
5回
目
。
E
w
p
♀
E
の

動
調
形
の
見
出
し
語
も
み
え
る
。

「
ヌ
ク
シ
（
イ
ご

は
古
く
通
用
範
囲
の
広
い
語
形
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
が
見
出
し
語
と
し
て
イ
語

尾
形
の

Z
ロ
ロ
巳
（
ヌ
ク
イ
）
を
載
せ
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
「
ヌ
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は
口
語
的
世
界
に
お
い
て
は

「
ヌ
ク
シ
」
に
か
わ
っ
て

ク
イ
」

と
く
、
現
代
は
ア
タ
タ
カ
系
の
う
ち
ア
タ
タ
カ
イ
が
一
般
的
で

共
通
語
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
が

ヌ
ク
イ
は
む
し
ろ
方
言
と

し
て
そ
の
活
躍
の
場
を
担
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
ヌ
ク
イ
」

の
基
本
義
は
、
「
気
候
・
温
度
が
お
だ
や
か
で

心
地
よ
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
あ
た
た
か
い
」
こ
と
を
い
う
。

『
日
本
考
』
が

「
温
」
字
に
照
応
す
る
日
本
語
と
し
て

ぬ

く
い
」
を
あ
げ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
各
地
の
方
言

で
は
語
形
に
も
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
あ
り
、
『
日
国
大
』

互
方
’
と
を
参
照
し
て
示
せ
ば
、

＝弔

日

《
ぬ
き
い
》
広
島
県
高
田
郡
・
大
分
県

《
ぬ
き
》
宮
崎
県

都
城
・
鹿
児
島
県
姶
良
郡

《
ぬ
っ
く
い
》
群
馬
県
利
根
郡

藤
原
・
静
岡
県
島
田

《
ぬ
！
と
い
》
千
葉
県
東
葛
飾
郡

《
ぬ
く
こ
い
》
長
野
県
佐
久

《
ぬ
く
た
い
》
茨
城
県
・
群

馬
県
・
三
重
県
・
京
都
市
・
和
歌
山
県

《
ぬ
く
っ
と
い
》

東
京
都
大
島

《
の
く
た
い
》
東
京
都
三
宅
島
・
福
井
県

《
ぬ
く
と
い
》
筑
後
柳
川
・
茨
城
県
真
壁
郡
《
の
く
と
い
》

埼
玉
県
川
越
・
新
潟
県
・
富
山
県

《
ぬ
く
か
》
佐
賀
県

熊
本
県
天
草
島
今
津

《
ぬ
っ
か
国
福
岡
市
・
熊
本
県
・
佐
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死

大

〔
人
事
類
〕

腫

刺
大

〔
人
事
類
〕

活

牙吉
十打
大主

〔
人
事
類
〕

（三）

痩

〔
通
用
類
〕

両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
日
本
語
の
語
形

の
吉
人
↓

益和：『日本考』の研究 語葉の性格

を
推
定
す
る

のと
失が
火｜で
↓き
失る
大｜も
なの
.c!::~E も

あ
る

来

吉
大
、
「
暁
得
」

さ
て
、
〔
寒
温
〕
部
門
の
六
項
は
語
義
的
観
点
よ
り
す
れ
ば

自
然
界
の
温
度
差
を
軸
と
し
て
対
義
語
同
士
の
関
係
に
あ
る
も

の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
む
い

あ
つ
い

す
す
し
い
｜
ぬ
く
い

こ
し
け
た

l
ほ
め
く

〔
寒
温
〕
部
門
所
収
の
語
葉
項
目
で
特
に
問
題
と
す
べ
き
も

福田

「
ぬ
く
い
」

の
は

「
ほ
め
く
」

「
こ
し
け
た
」

の
三
項

で
あ
る
。
以
下
、
順
次
検
討
を
加
え
る
。

（八）

。
温

奴
貴

ぬ
く
い

第
二
段
の
音
訳
漢
字
二
字
の
う
ち
、

「
奴
」
字
は
既
述
の
通

り
「
以
路
法
」

の
欄
に
、
「
奴

に
載
せ
ら
れ
て
居
り
、
「
ぬ
ん
」

怒
度
穣
捺
戸
通
用
」
と
あ
っ
て
そ
の
よ
み
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
貴
」
字
に
つ
い
て
は
、
同
「
以
路
法
」

に
は
見
え
な
い

が
、
そ
の
漢
字
音
は
、
吉
区
ω仏
｜
宮
口
包

l
w
g色

1
m
E
と

変
化
し
た
も
の
（
学
研
漢
和
大
辞
典
に
よ
る
）

で
、
「
く
い
」

の
類
音
表
記
と
し
て
「
貴
」
字
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
第
三
一
段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
は
第
二
段
の

音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語
と
語
形
的
に
は
一
致
す
る
こ
と
に
な

る

「
温
」
字
に
対
応
す
る
日
本
語
と
し
て
、

ア
タ
タ
カ
系
の
語

葉
（
ア
タ
タ
ケ
シ
・
ア
タ
タ
カ
ナ
リ
・
ア
タ
タ
カ
ゲ
・
ア
タ
タ

カ
イ
な
ど
）
が
予
想
さ
れ
る
が
、
本
書
で
は
、
そ
う
で
は
な
く

「
ぬ
く
い
」
が
対
応
し
て
い
る
。

ア
タ
タ
カ
系
語
蒙
の
う
ち
、
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痩
以
上
二
二
項
で
あ
る
。
中
で
、
「
熟
」

牙
十
大
（
や
し
た
）

助
動
詞
「
た
」
は
〔
寒
温
〕

の
部
門
で
は
「
こ
し
け
た
」

一
例
を
み
る
の
み
で
あ
る
が
、
巻
回
全
体
を
み
れ
ば
い
く
つ
か

第 1巻

天
嬰

の
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
次
に
あ
げ
る
。

〔
天
文
〕

明

熊本県立大学文学部紀要

暗熟煮
不
熟

拳来暁
得

酔死腫活

224 (27) 

湿
気
打

し
け
た

〔
暁
夜
〕

〔
暁
夜
〕

〔
炊
煮
〕

〔
炊
煮
〕

〔
身
体
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

〔
人
事
類
〕

の
う
ち
、
第
三
段
の
「
で
き
る
」
は
助
動
詞
「
た
」
が
下
接
し

に
照
応
す
る
日
本
語

挨
吉
打

あ
け
た

血
古
里
打

ひ
く
れ
た

捷
吉
打

て
き
る

和
六
尼
也
打

お
ろ
に
え
た

迎
其
打

小何
ノト耶
但｛塁
打吉（
失（人さ
火さ

；；；に
たす き
）亙 た

（だに喝一口）

選
滞
（
ょ
う
た
）

身
大
（
し
ん
だ
）

刺
大
（
は
ら
た
）

吉
打
（
い
き
た
）

の

て
い
な
い
（
第
一
一
段
は
「
捷
吉
打
」
と
助
動
詞
が
下
接
し
て
い

る
）
し
、
「
来
」
以
下
の

〔
人
事
類
〕
所
収
の
七
項
は
、
第
三

段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
が
す
べ
て
欠
け
て
い
る
。
ま
た

「腫」

「活」

の
各
見
出
し
語
に
照
応
す
る
音
訳
漢
字
「
刺

大」

「
吉
打
」
は
語
義
的
に
み
て
音
訳
漢
字
の
第
一
字
（
ハ

イ
の
音
を
写
す
漢
字
）
が
欠
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
文
中
に
存
疑
の
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
助

動
調
「
た
」

の
事
例
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
〔
人
事
類
〕

は
〔
鳥
獣
類
〕
と
と
も
に
第
三
段

の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
が
欠
け
て
い
る
の
が
本
書
（
『
日
本

考
』
巻
四
）
の
特
徴
で
あ
る
が
こ
の
部
分
は
『
日
本
国
考
略
』

（
寄
語
略
）
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で

一
々
平
仮
名
表
記
の
日

本
語
を
加
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
あ

げ
た
〔
人
事
類
〕
所
収
の
七
項
は
す
べ
て
「
寄
語
略
」

の
〔
人

事
類
〕

〔
通
用
類
〕
に
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
次
に
示
す
。

来

何
耶
但
吉
大

〔
人
事
類
〕

暁
得

ふ
1
A
1
但
打
失
大

〔
人
事
類
〕

酔

〔
人
事
類
〕

等
帯
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し
語
の
他
に
二
字
ま
た
は
三
字
の
見
出
し
語
を
も
か
か
げ
て
い

る
の
と
は
異
な
る
。
第
二
段
の
、
音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語
で

l
l
互

i
l
l－

は
、
「
奴
貴
ニ
温
）
、
「
貨
眉
骨
」
（
熱
）
等
の
「
奴
」
・
「
眉
」

互

「
骨
」
が
「
以
路
法
四
十
八
字
様
音
註
清
濁
変
用
」
（
巻
三
）
に

益和：『日本考』の研究一語集の性格一（二）

の
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
よ
み
の
基
準
を
与
え
て
く
れ
る
。
な

ぉ
、
「
貨
」
字
は
右
の
「
以
路
法
」
に
は
見
え
な
い
が
、
も
と

喉
音
次
清
の
暁
母
に
属
す
る
文
字
で
＼
V
E之
、
当
時
の
ハ
行
子

音
の
音
声
状
況
を
知
る
上
で
注
目
さ
れ
る
用
字
の
一
つ
で
あ
っ

互

1
1
1
1
1

た
ま
た
、
「
空
湿
吉
打
」
（
凍
）
は
既
出
の
「
湿
気
打
」
（
天
製
）

〔
天
文
〕
と
類
似
し
た
表
記
で
訓
み
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
段
の
、
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
は
六
項
と
も
欠
け
る
と
こ

ろ
が
な
く
、
第
二
段
の
音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語
と
語
形
が
そ

れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
て
整
然
と
し
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
・
第
三
段
の
日
本
語
は
、
語
業
項
目
六
項
の
う
ち
四
項

福田

は
形
容
詞
を
収
め
る
が
、
そ
れ
等
は
す
べ
て
イ
語
尾
を
と
る
も

の
で
、
カ
語
尾
の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
〔
天
文
〕
門
で
は
、

風
歪

外
里
革
熟

わ
る
い
風

風
好

揺
格
革
熟

よ
か
風

天
開

天
気
揺
格

て
ん
き
よ
か

と
、
カ
語
尾
・
イ
語
尾
が
共
存
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ

る
。
次
に
、

凍

空
湿
吉
打

こ
し
け
た

の
「
こ
し
け
た
」
は
、
動
詞
（
こ
し
け
る
）
の
連
用
形
に
助
動

詞
「
た
」

の
接
続
し
た
事
例
で
あ
る
。
助
動
調
「
た
」
は
完
了

の
助
動
詞
「
た
り
」

の
語
尾
が
落
ち
て
成
立
し
た
も
の
で
、
早

く
は
院
政
期
に
、

と
き
き
ぬ
と
古
郷
さ
し
て
か
へ
る
雁
こ
ぞ
き
た
道
へ
ま
た
む

か
ふ
な
り
（
為
忠
集
「
帰
雁
」
）

と
事
例
が
み
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
以
後
事
例
も
増
え
て
そ
の
用
法

も
多
様
化
し
て
く
る
。

女
房
ヲ
只
今
夜
打
入
テ
殺
シ
奉
リ
タ
ト
申
ス
（
延
慶
本
平
家

物
語
、
二
末
）

本
国
デ
ハ
ワ
ル
カ
ツ
タ
ガ
別
ノ
処
へ
イ
ツ
テ
ヨ
カ
ツ
タ
事

（
史
記
抄
十
一
）

後
者
の
事
例
は
形
容
調
の
カ
リ
活
用
に
下
接
し
た
場
合
で
新

し
い
用
法
で
あ
る
。
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『
日
本
考
』

の
研
究

第1巻

ー
語
葉
の
性
格

l
（

一

一

）

福
田

益
和

熊本県立大学文学 部 紀 要

（七）

『
日
本
考
』
巻
四

五
六
部
門
・
語
葉
項
目
一
一
四
六
の
う

ち
、
天
文
四
O
項
、
時
令
一
七
項
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
し
た
。

中
に
は
不
審
の
語
形
を
も
つ
も
の
も
あ
る
が

そ
れ
は
九
州
方

言
的
性
格
の
も
の
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
氷
解
す
る
も
の
も
あ

る
。
そ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
〔
寒
温
〕

〔
暁
夜
〕

分
〕
等
以
下
の
諸
部
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る
語
葉
項
目
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
方
言
的
世
界
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

解
決
さ
れ
る
も
の
も
多
い
と
期
待
さ
れ
る
。

226 (25) 

次
に
、
〔
寒
温
〕
門
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

語
葉
項
目
六
項
。
〔
天
文
〕

〔
時
令
〕

の
体
裁
に
同
じ
く

各
項
と
も
、

平
仮
名
表
記
の
日
本
語

漢
字
標
出
の
見
出
し
語
｜
｜
音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語

1
l

の
三
段
構
成
で
あ
る
。
語
蒙
項
目
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
全
体

を
次
に
記
す
。

冷

三

昧

さ
む
い

涼

四
字
失
今

す
す
し
し、

熱

貨
眉
骨

ほ
め
く

温

奴
貴

ぬ
く
い

暖

阿
酔

あ
つ
い

凍

空
湿
吉
打

こ
し
け
た

等
の
一
部
は
、
同
書
の
「
時
令
類
」

玄－

『
日
本
考
略
』
（
寄
語
略
）
に
は
、
寒
温
門
が
な
い
が
、
こ
れ

の
中
に

月

三
字
水

媛

冷

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
冷
」 挨

擁
水

「
媛
」
を
見
出
し
語
と
す

右
に
記
し
た
通
り
、
〔
寒
温
〕

る
各
語
葉
項
目
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

は
す
べ
て
単
字
を
見
出
し
語

つ
ま
り
、
第
一
段
に
標
出
さ
れ
た
漢
字
の
見
出

と
し
て
い
る
。

し
語
は
一
字
の
み
。
〔
天
文
〕

〔
時
令
〕
が

一
字
の
見
出


